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小野市議会だより 

 
 
4月10日、約800人が参加、小野市消防大会を開催。市民を災害から守り、安心
して暮らせるまちづくりのため、日ごろの訓練と防災啓発にとりくむ消防関係者 
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市
民
の
生
命
と 

　
　
財
産
を
守
る
た
め 

 
 

　第３３７回３月市議会定例会は、１日から２５日まで、２５日

間にわたり開催しました。 

　はじめに、市長から「子育て支援など福祉の充実」、「夢と希

望に満ちた教育の展開」、「安全・安心の確保」「協働と参画の

まちづくり」「ガーデニングのまちづくり」を重点項目に掲げ

た平成１７年度の市政に取り組む所信の表明があり、続いて平成

１７年度一般会計予算、特別会計予算、企業会計各予算、平成

１６年度補正予算、条例制定、人事案件、意見書案など３２議

案を原案どおり可決しました。 

主な内容 
・一般質問…………………………２～６ページ 
　井上日吉・鈴垣　元・山中修己・松井精史・
　井上　煕・竹内　修・藤本修造・松本英昭の 
　８議員が２６項目を質問 
　春名良兼・川名善三２議員が６項目を質疑 

・各常任委員会の審査…………………６ページ 
・議案質疑………………………………７ページ 
・予算特別委員会の審査………………８ページ 

整列して指示命令を聞く整列して指示命令を聞く 
消防団員と女性消防隊消防団員と女性消防隊 

整列して指示命令を聞く 
消防団員と女性消防隊 

市
民
の
生
命
と 

　
　
財
産
を
守
る
た
め 
第３３７回 

3月定例会 

交通事故の救出訓練交通事故の救出訓練 一斉放水訓練一斉放水訓練 交通事故の救出訓練 一斉放水訓練 



２

三

月

定

例

会

一
般
質
問
発
言
者

井
　
上
　
日
　
吉
　
議
員

・
普
通
財
産
に
つ
い
て

・
農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
小
野
に
つ
い
て

鈴
　
垣
　
　
　
　
元
　
議
員

・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
人
事
管
理
に
つ
い
て

・
災
害
の
教
訓
と
対
策
に
つ
い
て

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

・
雇
用
施
策
に
つ
い
て

山
　
中
　
修
　
己
　
議
員

・
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・
公
務
員
の
手
当
、
福
利
厚
生
の
厚
遇
問
題

に
つ
い
て

・
八
ヶ
池
の
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

松
　
井
　
精
　
史
　
議
員

・
特
農
産
物
の
推
進
に
つ
い
て

・
職
員
採
用
に
つ
い
て

・
一
問
一
答
に
つ
い
て

・
ご
み
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

井
　
上
　
　 

　
煕
　
議
員

・
市
民
病
院
の
救
急
搬
入
に
つ
い
て

・
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
の
管
理
運
営
に

つ
い
て

竹
　
内
　
　
　
修
　
議
員

・
観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

・
防
犯
灯
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
防
止
策
に
つ
い
て

藤
　
本
　
修
　
造
　
議
員

・
小
野
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

・
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

・
「
北
京
の
蝶
々
」
に
つ
い
て

松
　
本
　
英
　
昭
　
議
員

・
「
お
の
検
定
」
に
つ
い
て

・
指
導
力
不
足
教
員
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
教
員
Ｆ
Ａ
制
導
入
に
つ
い
て

・
教
職
員
殺
傷
事
件
の
対
応
に
つ
い
て

質

疑

発

言

者

春
　
名
　
良
　
兼
　
議
員

（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
質
疑
）
　
　
　
　

・
議
案
第
二
十
一
号
小
野
市
福
祉
医
療
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

川
　
名
　
善
　
三
　
議
員

（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
質
疑
）
　
　
　
　

・
議
案
第
一
号
平
成 

１７
年
度
小
野
市
一
般
会

　
　
　
計
予
算
に
つ
い
て

　
（
一
般
質
問
・
質
疑
は
発
言
し
た

　
　
　
　
　
議
員
が
編
集
し
ま
し
た
）
　

　
　

問
　
こ
れ
ま
で
農
地
法
に
抵
触
し
た
事
例

は
ど
の
く
ら
い
の
数
で
す
か
。

　
　

答
　
農
家
台
帳
が
電
算
化
シ
ス
テ
ム
へ

と
移
行
し
ま
し
た
平
成
七
年
度
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

農
地
転
用
許
可
を
得
ず
に
農
地
以
外
に

使
用
し
て
い
る
無
断
転
用
農
地
で
、
他

法
令
と
の
関
係
で
是
正
指
導
が
困
難
な

件
数
は
十
三
件
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
副
会
長
）

　
　
　
　

問
　
昨
年
、
小
野
市
は
、
台
風
１８ 

号
２３
号

に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

経
験
か
ら
災
害
に
対
し
て
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
加
古
川
が

増
水
し
ま
し
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
伺
い
ま
す
。

　
　

答
　
台
風
被
害
の
取
り
組
み
は
、
国
、

県
関
係
対
策
会
議
に
出
席
し
、
災
害
時

の
デ
ー
タ
ー
の
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

市
独
自
で
河
川
や
土
砂
崩
れ
の
被
害
状

況
を
集
め
、
原
因
の
究
明
に
取
り
組
ん

　

で
お
り
ま
す
。

　
台
風
で
経
験
し
ま
し
た
風
水
害
は
も

と
よ
り
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
対
応

に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、
１７
年

度
予
算
に
は
防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
設
な

ど
に
災
害
対
策
経
費
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
ほ
か
、
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い

る
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
の
備
蓄
品
の
配
備
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
　
（
市
民
安
全
部
長
）

　
　

問
　
大
部
小
学
校
前
道
路
の
交
通
安
全
対
策
は
。

　
　

答
　
大
部
小
学
校
前
の
南
北
方
向
に
走

る
市
道
に
は
、
６０
メ
ー
ト
ル
お
き
に
三

箇
所
の
横
断
歩
道
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

大
型
車
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
が
、
小
型

車
は
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
ね
て
か
ら
地
元
と
学
校
関
係
者
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
周
辺
住
民
の
方
々

の
理
解
を
得
ま
し
て
、
本
年
度
か
ら
児

童
の
安
全
を
配
慮
し
て
、
路
面
に
凹
凸

を
付
設
し
、
自
動
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑

え
る
方
法
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
部
次
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

　
　
井 

上
　
日
　
吉
　
議
員



市
民
ク
ラ
ブ 

　
　
山
　
中
　
修
　
己
　議
員 

日
本
共
産
党 

　
　
鈴
　
垣
　
　
　
元
　議
員 

３ 

        

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て 

 

問
　
平
成
１５
年
に
公
の
施
設
管
理
制
度
が
改

定
さ
れ
、
公
共
団
体
が
指
定
す
る
者（
「
指
定

管
理
者
」
）
に
管
理
の
代
行
を
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
野
市
は

「
ゆ
ぴ
か
」
、「
エ
ク
ラ
」
双
方
の
施
設
を
指

定
管
理
者
に
移
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

施
設
の
移
管
計
画
・
雇
用
問
題
等
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　 

答
　
対
象
施
設
は
現
在
外
郭
団
体（
都
市

施
設
管
理
協
会
）に
委
託
し
て
い
る
総
合

体
育
館
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
、
伝
統

産
業
会
館
な
ど
約
５０の
施
設
と
、
直
接
市

が
管
理
し
て
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

移
管
計
画
に
つ
い
て
は
施
設
の
設
置
目
的
、

機
能
、
施
設
の
特
性
等
を
考
慮
し
、
平

成
１７
年
度
中
に
管
理
者
の
選
定
・
指
定

を
行
い
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
移
行
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

受
託
し
て
い
る
公
的
セ
ク
タ
ー
が
指
定

さ
れ
な
い
場
合
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て

　 
 

は
市
と
該
当
団
体
が
と
も
に
対
応
し
、

解
決
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
） 

   

公
務
員
の
手
当
厚
遇
問
題
に
つ
い
て 

　
　 

問
　
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
る
公
務
員
の

手
当
、
福
利
厚
生
の
厚
遇
問
題
に
つ
い
て
、

当
市
は
全
て
解
消
済
み
で
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
廃
止
時
期
・
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
額
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　 

答
　
制
服
の
廃
止
及
び
特
殊
勤
務
手
当
・

通
勤
手
当
・
旅
費
の
改
定
を
平
成
１４
年

度
か
ら
、
５５
歳
昇
給
停
止
を
平
成
１５
年

度
か
ら
、
定
年
退
職
時
特
別
昇
給
の
廃

止
及
び
調
整
手
当
の
引
き
下
げ
を
平
成   

１６
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

特
別
職
及
び
教
育
長
は
期
末
手
当
の
減

額
を
平
成
１４
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
全
体
で
年
間
約
七
千
万
円
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
（
総
務
部
長
） 

  
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と 

　
　
　
　
人
事
管
理
に
つ
い
て 

 

問
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、
自
治
体

が
担
っ
て
き
た
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
を
民

間
に
解
放
し
、
営
利
企
業
が
参
入
し
て
、

利
潤
を
も
と
め
て
競
争
す
る
対
象
に
す
る

こ
と
を
い
う
。
現
在
、
小
野
市
で
は
指
定

管
理
者
に
よ
る「
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
」

と
「
温
泉
ゆ
ぴ
か
」
の
二
施
設
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
公
益
法
人
で
あ
り
営
利

企
業
と
は
い
え
な
い
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
の
評
価
と
将
来
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。 

　
　 

答
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
限
ら
れ

た
財
源
で
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
つ
づ
け
る
た
め
必
要
な
手
法
と
評

価
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
事
業
で
も
良

い
と
い
う
も
の
で
な
く
、
官
が
す
る
も
の
、

民
で
も
可
能
な
も
の
、
公
務
員
資
格
の

有
無
な
ど
、
区
分
が
必
要
で
す
。
選
別

の
価
値
基
準
は
、
①
住
民
の
平
等
利
用

の
確
保
、
②
施
設
効
用
の
最
大
化
、
③

管
理
経
費
の
縮
減
、
④
管
理
を
安
定
的

に
行
う
た
め
の
物
的
・
人
的
能
力
の
保

有
等
で
す
。
　
　
（
企
画
政
策
室
長
） 

　
　 

問
　
近
年
、
正
職
員
の
採
用
が
極
端
に
減

っ
て
い
る
。
将
来
、
市
政
執
行
に
問
題
は

生
じ
な
い
か
。 

　
　 

答
　
採
用
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
技

能
労
務
職
の
退
職
者
の
補
充
は
委
託
等 

で
、
事
務
職
は
退
職
者
の
七
割
以
内
と
し
、

今
後
も
五
年
間
で
十
七
名
の
減
員
を
想

定
し
て
お
り
、
そ
の
数
で
あ
れ
ば
将
来

の
市
政
執
行
に
問
題
は
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
総
務
部
長
） 

 

問
　
小
野
市
で
も
臨
時
職
員
増
に
よ
る
不

安
定
雇
用
化
が
す
す
ん
で
い
る
が
、
若
者

の
生
活
基
盤
の
不
安
定
化
、
少
子
化
を
進

め
る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た

問
題
解
決
の
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
る
行

政
と
し
て
矛
盾
し
な
い
か
。 

　
　 

答
　
地
方
公
務
員
も
任
用
、
勤
務
形
態

の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
臨
時
職

員
の
採
用
は
、
能
力
の
あ
る
方
々
に
雇

用
の
場
を
提
供
し
、
六
ヵ
月
を
基
本
と

し
て
、
三
年
間
勤
務
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
不
安
定
雇

用
の
カ
バ
ー
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
） 



４ 

          

問
　
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
病
院
、

良
質
で
効
率
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
さ

ら
に
す
す
め
る
救
急
車
の
搬
送
・
苦
情
処
理

の
対
応
は 

 

　
救
急
車
の
搬
入
　
　 

答
　
消
防
署
の
救
急
要
請
に
対
応
し
た

患
者
の
受
け
入
れ
を
す
ば
や
く
す
る
た

め
に
、
院
内
携
帯
電
話
に
直
通
で
常
時

通
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

受
付
の
一
本
化
と
救
急
車
か
ら
の
最
新

情
報
は
看
護
部
長
へ
直
接
入
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
速

や
か
に
医
師
、
看
護
師
、
技
師
が
ス
タ

ン
バ
イ
し
、
万
全
の
受
け
入
れ
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
（
病
院
事
務
部
長
） 

 
　
救
急
車
の
搬
入
率
　
　 

答
　
救
急
車
に
よ
る
市
民
病
院
へ
の
搬

入
率
は
、
平
成
１６
年
で
一
千
五
百
九
十

九
人
、
う
ち
小
野
市
民
病
院
へ
八
百
二

十
二
人
、
率
に
し
て
五
十
一
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。
救
急
搬
送
に
よ
る
病
院

の
選
定
は
か
か
り
つ
け
病
院
に
、
ま
た
、

特
殊
診
療
が
必
要
な
場
合
は
特
殊
診
療

が
で
き
る
病
院
を
選
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
く
搬
送
先

を
説
明
し
て
救
急
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
消
防
長
） 

 

　
苦
情
処
理
　
　 

答
　
市
民
病
院
に
対
す
る
ご
意
見
・
苦

情
は
こ
こ
一
年
間
で
百
三
通
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
施
設
環
境
の
改
善
、
診
療
体
制
、

職
員
の
態
度
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、

よ
く
し
て
も
ら
っ
た
と
の
お
礼
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
院
長
、
部
長
を
中

心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
調
査
、
事
実

確
認
を
行
い
具
体
的
な
改
善
策
を
つ
く
り
、

予
算
の
計
上
を
し
て
、
対
処
し
て
お
り

ま
す
。
と
く
に
住
所
、
お
名
前
を
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
は
改
善
事

項
な
ど
病
院
の
考
え
を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
に
努
力
を
そ
そ
い
で
い
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
病
院
事
務
部
長
） 

         

問
　
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を 

　
　
　
　
　
　
小
野
市
の
特
産
品
に 

 

答
　
果
実
の
小
野
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ
ン

ド
認
証
品
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

　
小
野
市
で

は
、
現
在
パ

ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
栽
培
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
お
り
、

産
地
化
の
適

否
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、 

特
産
品
の
一
候
補
と
し
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
　
　
（
地
域
振
興
部
次
長
） 

 

問
　
野
菜
団
地
計
画
は 

 

答
　
農
業
の
生
産
性
、
農
家
の
増
収
を

図
る
う
え
に
も
、
野
菜
団
地
は
不
可
欠

で
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
小
野
市
ブ
ラ

ン
ド
を
も
ち
、
野
菜
の
産
地
化
計
画
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
、
果
樹
園
、

　 観
光
農
園
構
想
を
つ
く
る
と
と
も
に
市

民
と
企
業
、
県
、
Ｊ
Ａ
に
協
議
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　 

　
（
地
域
振
興
部
次
長
） 

 

問
　
職
員
採
用
は 

 
答
　
市
行
政
の
推
進
に
は
職
員
採
用
が

必
要
で
す
。
行
政
も
経
営
で
あ
り
、
外

部
委
託
や
職
員
以
外
で
の
業
務
分
業
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
任
用
、
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
学
術
政
策
員
等
期
限
付
採
用
方

法
に
よ
る
若
年
者
の
雇
用
の
創
出
等
、

幅
広
い
人
材
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
総
務
部
長
） 

 

問
　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
年
２
回
に 

 

答
　
区
長
会
、
保
健
衛
生
推
進
協
議
会

の
主
催
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
を
契
機
に
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

あ
ら
た
な
環
境
美
化
活
動
が
実
現
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
福
祉
部
長
） 

　 

民
主
ク
ラ
ブ 

　
　
井
　
上
　
　
　
煕
　議
員 

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
松
　
井
　
精
　
史
　議
員 

パッションフルーツ 



５ 

        

問
　
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
成
果
は 

　
　 

答
　
権
限
と
経
費
を
地
域
に
委
ね
、
地

域
の
た
め
に
自
由
に
活
動
す
る
地
域
主

導
型
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
当
初
、
地

域
も
コ
ミ
セ
ン
職
員
も
と
ま
ど
い
、
従

来
の
行
政
主
導
型
に
な
っ
た
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
に
確
実
に
歩
み
始
め
た
と

評
価
し
て
い
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
次
長
） 

 

問
　
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
は 

　
　 

答
　
『
変
革
と
創
造
』
を
実
践
す
る
た

め
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
事
業
は
、
勇
気

を
も
っ
て
決
断
し
実
行
す
る
こ
と
が
絶

対
条
件
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
側
の
意
識
改
革
と
説
明

責
任
を
伴
い
ま
す
が
、
団
体
、
参
画
市

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

行
政
と
市
民
の
相
互
理
解
と
信
頼
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
企
画
政
策
室
長
） 

 

 

　
　 

問
　
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
は 

　
　 

答
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す

る
都
市
基
盤
づ
く
り
、
木
材
資
源
の
有

効
活
用
、
植
林
、
里
山
林
の
整
備
、
森

林
の
保
全
・
整
備
、
都
市
の
緑
化
対
策
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
教
育
、
民
間
団
体
の
支
援
を
行
い
、

情
報
発
信
や
広
報
活
動
の
充
実
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
市
民
福
祉
部
長
）  

　 問
　
市
組
織
に
つ
い
て 

　
　 

答
　
行
政
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
「
組

織
が
あ
っ
て
機
能
が
あ
る
」
の
で
は
な

く
「
機
能
が
あ
っ
て
組
織
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
常
に
認
識
す
べ
き
と
心
得

ま
す
。
人
材
育
成
を
基
本
に
職
員
の
や

る
気
を
喚
起
で
き
る
組
織
、
グ
ル
ー
プ

制
の
拡
大
を
含
め
柔
軟
性
を
も
っ
て
、

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
的
確
に
業
務
遂
行

を
図
り
、
組
織
の
業
務
生
産
性
の
向
上

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　 

　
　
（
市
　
長
） 

        

問
　
更
な
る
観
光
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

点
在
す
る
名
所
旧
跡
を
線
で
結
ぶ
構
想
に

つ
い
て
は 

 

答
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
は
百
万
人
、

白
雲
谷
温
泉
「
ゆ
ぴ
か
」
は
四
十
万
人

で
す
が
、
一
年
間
を
通
し
て
多
く
の
人

た
ち
が
小
野
市
へ
き
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
は
訪
れ

る
人
達
の
感
性
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
適
切
な
施

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
観
光

協
会
等
と
も
連
携
を
密
に
し
、
観
光
資

源
を
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
技
　
監
） 

   

問
　
京
都
議
定
書
の
発
効
に
つ
い
て
、
　
　

　
一
点
目
、
水
銀
灯
が
主
流
の
防
犯
灯
を
温

　
　
暖
化
防
止
の
意
味
を
込
め
て
ナ
ト
リ
ウ

　
　
ム
灯
の
採
用
は 

　
二
点
目
、
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
市
の
取
り

　
　
組
み
と
、
市
民
に
対
す
る
取
り
組
み
は 

　 答
　
小
野
市
で
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
は
、

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
各
町

か
ら
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
も
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
（
市
民
安
全
部
長
） 

  
答
　
市
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度
を

基
準
に
低
公
害
車
の
占
め
る
割
合
を
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す
る
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
有
台

数
を
十
台
減
少
し
、
百
十
六
台
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
更
新
時
に
は
軽
自
動

車
を
積
極
的
に
購
入
し
、
現
在
低
排
出

ガ
ス
認
定
車
の
割
合
は
、
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
総
務
部
長
） 

  

答
　
市
民
に
は
、
市
広
報
に
「
ハ
ー
ト

フ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
」
と
し
て  

４６
回
連
載
し
ま
し
た
。
今
後
も
「
循
環

型
社
会
」
を
め
ざ
し
環
境
紙
面
及
び
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
、

環
境
の
大
切
さ
を
啓
発
し
続
け
ま
す
。 

（
市
民
福
祉
部
長
） 

　 　
　 

 

市
民
ク
ラ
ブ 

　
　
藤
　
本
　
修
　
造
　議
員 

公
明
党 

　
　
竹
　
内
　
　
　
修
　議
員 



常
任
委
員
会
の
審
査
報
告 

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
松
　
本
　
英
　
昭
　議
員 

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
横
山
四
郎
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
九
件
の
議
案
の
う
ち
、

議
案
第
十
九
号
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
「
条
例
の
施
行
に
あ
た

っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
上
で
も
、

幹
部
職
員
を
始
め
、
全
職
員
の
正
し
い
理
解

の
下
、
該
当
職
員
か
ら
の
請
求
に
は
可
能
な

か
ぎ
り
許
可
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
」 

　
議
案
第
二
十
六
号
小
野
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

及
び
小
野
市
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
「
小
野
市
中
央
公
民
館

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
の
と
名
称
変

更
す
る
の
に
伴
い
、
そ
の
目
的
、
使
用
料
の

変
更
点
な
ど
、
速
や
か
に
市
民
に
説
明
さ
れ

る
よ
う
広
報
活
動
に
努
め
ら
れ
た
い
」
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
河
合
俊
彦
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
二
件
の
議
案
に
お
い
て
、

特
に
指
摘
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
河
島
喜
代
美

委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
七
件
の
議
案
の
う

ち
の
、
議
案
第
二
十
三
号
小
野
市
公
園
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
審
査
に
お
い
て
、

「
北
丘
工
業
団
地
１
号
公
園
を
普
通
財
産
に

変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
未
利
用
地
と
し
て

所
有
す
る
こ
と
な
く
、
す
み
や
か
に
売
却
す

る
な
ど
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
」 

　
議
案
第
二
十
五
号
小
野
市
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区

に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
に
関
す
る

条
例
及
び
小
野
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
「
農
業

委
員
会
委
員
定
数
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

選
挙
区
の
区
域
表
に
旧
小
野
町
、
旧
河
合
村

等
と
市
制
以
前
の
地
域
名
を
使
用
し
て
お
り
、

旧
地
名
で
な
い
と
あ
ら
わ
し
え
な
い
理
由
か

ら
で
あ
る
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
現
在
使
わ
れ

て
い
る
地
域
名
で
表
現
す
る
ほ
う
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　 　  

６ 

         

問
　
六
月
実
施
の
市
民
検
定
の
内
容
は 

 

答
　
ハ
ー
ト
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定
は
、

小
野
市
独
自
の
検
定
テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
て
、
児
童
と
保
護
者
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
家
庭
で
勉
強
し
て
も
ら
い
家
庭

学
習
の
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、

親
子
、
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
を
図
る
試
み
で
す
。
漢
字
・

計
算
の
繰
り
返
し
練
習
が
、
子
供
だ
け

で
な
く
大
人
の
脳
の
活
性
化
に
も
非
常

に
効
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
が
や
っ
て
き

ま
す
が
、
こ
の
市
民
検
定
は
、
高
齢
者

の
頭
の
健
康
増
進
に
も
期
待
し
て
お
り

ま
す
。 

　
市
民
対
象
の
検
定
試
験
は
各
コ
ミ
セ

ン
に
お
い
て
年
３
回
実
施
予
定
で
、
コ

ミ
セ
ン
に
お
い
て
百
名
程
度
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
（
教
育
長
） 

 

　
　 

     

問
　
教
員
Ｆ
Ａ
（
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
制

導
入
の
考
え
は 

 

答
　
Ｆ
Ａ
制
は
教
員
の
異
動
希
望
が
あ
っ

た
と
き
に
、
学
校
長
が
教
員
と
面
談
し
、

そ
の
結
果
を
教
育
委
員
会
に
報
告
し
ま
す
。

こ
の
人
事
制
度
は
、
人
事
の
一
部
を
学

校
長
に
委
ね
、
学
校
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
教
員
の
や
る
気
を
引
き
出
そ

う
と
す
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。 

　
小
野
市
の
場
合
は
、
教
員
の
異
動
希

望
を
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
が
仲
介
し

て
校
長
と
協
議
し
て
決
め
る
や
り
方
で

あ
り
ま
す
が
、
Ｆ
Ａ
制
が
校
長
と
教
職

員
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
決
め
る
と
い

う
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
実
施
中
あ
る
い
は

実
施
予
定
の
京
都
市
や
横
浜
市
に
比
べ
、

小
学
校
８
校
、
中
学
校
４
校
、
養
護
学

校
１
校
で
、
教
員
が
三
百
名
程
度
の
本

市
に
お
い
て
や
る
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
、

こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
教
育
長
） 

三
月
定
例
会
は
、
二
十
四
日
、
総
務
文
教
、
民
生
保
健
、
地
域
振
興
の
各
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
十
四
か
ら
三
十
一
号
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳

し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
議
案
の
す
べ
て
十
八
件
に
つ
い
て
、
反
対
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致
で
も
っ
て
、

本
会
議
で
可
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。 



７ 

       

問
　
小
野
市
福
祉
医
療
助
成
に
関
す
る
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
福
祉
充
実
型
と

な
っ
て
お
り
高
く
評
価
で
き
ま
す
が
、
一

方
で
は
老
人
福
祉
医
療
費
の
個
人
負
担
割

合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
理
由
は
。
　
　 

 

答
　
老
人
医
療
費
の
個
人
負
担
割
合
、

所
得
制
限
等
に
応
じ
た
現
行
の
１
割
も

し
く
は
２
割
負
担
を
、
県
の
制
度
改
正

に
基
づ
き
原
則
２
割
負
担
と
改
正
す
る

も
の
で
す
。 

　
老
人
医
療
受
給
対
象
の
６５
歳
か
ら  

６９
歳
ま
で
の
方
（
１
割
も
し
く
は
２
割

負
担
）
と
、
６４
歳
ま
で
の
方
（
３
割
負

担
）
の
負
担
の
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
、

一
定
の
負
担
額
で
あ
っ
た
７０
歳
以
上
の

高
齢
者
負
担
割
合
が
、
１
割
も
し
く
は

２
割
負
担
に
増
加
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

医
療
費
負
担
に
係
る
世
代
間
の
公
平
と

均
衡
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
福
祉
部
長
） 

       

問
　
老
人
医
療
費
の
個
人
負
担
は 

　
　
　
　
よ
く
議
論
し
ま
し
た
か
。
　
　 

  

答
　
新
聞
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、
世
帯

主
一
人
あ
た
り
の
収
入
で
見
る
限
り
、

日
本
の
高
齢
者
は
豊
か
な
ほ
う
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
非
常
に
苦

し
い
高
齢
者
も
お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者

以
外
で
も
市
の
補
助
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
も
あ
り
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
応
分
の
負
担

を
お
願
い
す
る
わ
け
で
す
が
、
世
代
間

の
公
平
を
は
か
る
こ
と
か
ら
、
１
割
を

２
割
に
す
る
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
今
年
小
野
市
は
県
下
の
市
で
初
の
就

学
前
児
童
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
県
が
改
正
す
る
制
度

に
対
し
て
も
、
小
野
市
の
単
独
事
業
と

し
て
そ
の
ま
ま
制
度
の
維
持
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
市
　
長
） 

       

問
　
神
戸
電
鉄
近
代
化
事
業
経
費
、一
千
二

百
五
十
万
円
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て 

　 答
　
鉄
道
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
地
域
住
民
の
通
勤
、
通
学
等
の

足
と
し
て
、
安
全
、
快
適
、
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
の
経
費
で
す
。 

　
こ
れ
は
神
戸
電
鉄
㈱
が
平
成
１７
年
度

国
の
近
代
化
設
備
費
補
助
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
、
市
が
随
伴
補
助
分
と
し

て
一
千
二
百
五
十
万
円
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。
内
容
と
し
て
は
橋
梁
補
強
、

踏
切
障
害
物
検
知
装
置
、
枕
木
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
化
、
電
車
の
冷
房
設
備
等
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
企
画
政
策
室
長
） 

 
問
　
市
民
会
館
大
規
模
改
修
事
業
費
一
億

四
千
万
円
の
改
修
計
画
の
内
容
に
つ
い
て 
　 答

　
昭
和
４９
年
に
建
築
の
市
民
会
館
、

中
央
公
民
館
は
、
す
で
に
３０
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

段
差
が
あ
る
小
ホ
ー
ル
、
見
え
に
く
い

場
所
に
あ
る
事
務
室
、
各
部
屋
で
温
度 

       

調
節
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
不
便
性
を
解
消
し
、
外
観

を
美
し
く
塗
装
す
る
な
ど
の
改
修
を
２

年
計
画
で
行
う
も
の
で
す
。 

　
１７
年
度
は
、
建
物
全
体
の
外
壁
塗
装

と
屋
上
防
水
工
事
、
小
ホ
ー
ル
の
床
面

を
平
面
化
し
て
事
務
室
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
、
空
調
機
も
部
屋
ご
と
に

調
節
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
改
修
し
ま
す
。 

　
現
在
の
事
務
室
は
、
コ
ピ
ー
機
、
パ

ソ
コ
ン
、
印
刷
機
、
紙
折
機
等
を
設
置
し
、

地
域
の
活
動
団
体
が
自
由
に
会
議
や
事

務
作
業
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

ム
に
改
造
し
ま
す
。 

　
平
成
１８
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
お
の
と
な
る
１
階
か
ら
４
階
の

各
教
室
の
内
装
や
電
気
設
備
の
改
修
、

空
調
機
工
事
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

　
美
し
い
建
物
、
使
い
や
す
い
施
設
と

し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
よ
り
市
民

に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
教
育
次
長
） 

議
案
 

質
疑
 

 

日
本
共
産
党 

　
　
春
　名
　良
　兼
　議
員
の
質
疑 

 

公
　
明
　
党 

　
　
川
　名
　善
　三
　議
員
の
質
疑 
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◎市長提出議案 
・平成17年度予算 

総 額　　　　 388億4,390 万円 

《一般会計》 89億7,000 万円 

《特別会計》 109億　800 万円 

《企業会計》   89億6,590 万円   
 

【新年度の重点施策】 
《子育て支援など福祉の充実》 
・小学校就学前までの乳幼児医療費の無料化 

５，５００万円 
・医療費助成制度における個人負担金無料の
　継続　　　　　　　　　　　   １，７００万円 
・敬老祝金の増額２，４５５万円、アフタース
　クールの充実　　　　　　　　４，５９０万円 
《夢と希望に満ちた教育の展開》 
・小野中学校校舎改築事業　 ５億７，０５０万円 
・小､中学校が連携した教育の推進　５００万円 
・図書館の連日開館の実施・夏期開館時間
　の延長　　　　　   　　　　　　　５４６万円 
・来住小学校プール改修　　    　２，０００万円 
《安全・安心の確保》 
・安全・安心パトロールの拡充 

１，５４０万円 
・防災資機材の備蓄倉庫整備　 ３，３５５万円 
・旧衛生センターのごみ焼却施設の解体撤去 

１億５，９５０万円 
 
《協働と参画の実践》 
・うるおい交流館エクラの本格的稼動 

１億２，５００万円 
・コミュニティセンターおのの開設１億４，０００万円 
・コミュニティセンター下東条の改修１億３，０００万円 
 
《“ガーデニングシティおの”の推進》 
・花と緑あふれるガーデニングの推進 １，１３０万円 
・ガーデニングボランティアの拠点施設の整備 

１，５３６万円 
・ＪＲ加古川線の駅周辺整備　 ７，０００万円   

◎意見書  
・基本的人権を保障する実行措置を求める意
　見書 

5月１３日（金）　午 前１０時 　開 会 

　　　　 提案説明、役員選出 

5月の予定 「臨時会」を開きます 

今期市議会で可決された主な議案 

予算特別委員会 

 

 

　新年度予算一般会計、特別会計、企業会
計総額３８８億４，３９０万円（前年度比２．６％
増）の予算審査を３月１５日、１６日、２２日に
行いました。 
　全ての予算は、採決の結果、全会一致で
原案どおり可決すべきものとして、本会議
で委員長から審査結果の報告をいたしました。 
　審査では、低迷する経済状況とともに国
の三位一体改革が財源確保に影響を及ぼし
ており、平成１７年度は福祉､教育を重視し
た積極的な予算計上となっているが、予算
執行に際し各部署それぞれに工夫を重ね､
一段とコスト削減に努力され、引き続き、
徹底した合理化による健全財政を維持しつつ、
さらに住民福祉の向上に務められたいなど、
活発な意見・質問がでるなか、慎重に審査
を行いました。 
　また、市民の多様なニーズに迅速・的確・
フレキシブルに対応され、更なる市民サー
ビスの向上と 効率的な執行に、引き続き取
り組んで頂きたい。社会経済情勢の変化を
的確に踏まえられ、経費支出の効率化を図
りながら、引き続き健全財政を堅持され、
魅力､活力､個性に富んだ｢安全・安心なまち｣、
ガーデニングシティおのの推進による「美
しいまち」、「誰もが住みたいまち」の実現
をめざし、全庁・全職員が一丸となって、
力強く市政を展開するよう要望しました。 
 

■お問い合わせは：議会事務局　ＴＥＬ６３－１００６ Ｆ ＡＸ６３－４１０８　Eメール　gikai@city.ono.hyogo.jp

横 山 四 郎　委 員 長 
河島喜代美　副委員長 

予算特別委員会審査 


